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フィリピンにあるフリースクール、パアララン・パンタオの存在は、私の大学生活においてとても大きな意味を持ちます。パアララン･パンタオの学生支援団体のメンバーとして、私は４年間に渡ってパアララン・パンタオと関わってきました。創価大学に入学し、私はパアララン･パンタオを支援している、東南アジア研究会に入部しました。２年次には、私は交換留学生としてフィリピン大学で１年間学び、その間パアララン･パンタオを訪問する機会を何度も得ることができました。３年次には、創立者のレイエス先生がアジア人権賞授賞式のために来日した際、交流会の実行委員長を務めました。パアララン・パンタオについて深く知れば知るほど、私はこの世界を自分達の手でより良くするために尽力している、パアララン･パンタオの創立者、先生方、子供達、また各国のサポーターに感動するばかりでした。そこで、私は卒業論文としてパアララン･パンタオの今までの成果や意義を明らかにしたいと考えるようになりました。

したがって、この論文ではパアララン･パンタオのケースに注目し、フィリピン市民による教育プロジェクトを考察したいと思います。第１章では、フィリピンの教育をとりまく現状と、パアララン･パンタオの簡単な説明をします。第２章は、パアララン･パンタオが位置する地域の問題についてです。第３章では、パアララン･パンタオがどのようにそれらの問題点に取り組んできたか。そして第４章で、プロジェクトの効果を考察した後、第５章で結論付けていきます。私の考察は、ほとんどが、2008年11月に現地で行なったインタビューとアンケート調査に基づいています。サンプル数は統計学的には十分ではないかもしれませんが、現実を適切に反映できるよう、努力しました。

この調査を通して、私は貧困の現実とは、私たちが通常考えていることとは別のところにあると感じました。教育を受けられない子供達は、ただ単に金銭的な理由で学校に行けないのではなく、もっと複雑に理由が絡み合っているのです。この状況を改善するため、パアララン・パンタオは現実に即し、柔軟に教育システムを構築してきました。パアララン･パンタオがこの20年間で、たくさんの良い影響を及ぼしてきた事実は、地域開発プロジェクトの成功事例として、活用できると思います。

最後になりましたが、パアララン・パンタオについて教えてくれた、全ての人々に感謝を表したいと思います。創立者レイエス先生とその家族、コーディネーター、先生方、パアララン･パンタオの子供達、パヤタスオープンメンバーの岩崎さん。そしてまた、いつもご指導と激励をしてくださった、高木教授と、創立者池田先生。大変にありがとうございました。
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パアララン･パンタオ、パヤタス校にて
「大きくなったら何になりたいの？」「せんせいになりたい。」･･･アージェイ(6歳)

フィリピン市民による教育プロジェクト
“パアララン･パンタオ“のケースをもとに
第1章：イントロダクション

教育、特に初等教育はすべての人にとって重要な権利の一つである。すべての人々に初等教育を行きわたらせる為、国際連合は2000年9月、ミレニアム開発目標を定めた。すなわち「2015年までに、どこの国においても、子供達は、男女が同じように、初等教育のすべてのコースを受けられるようにする。」と。しかしながら、今のところ2015年までに達するのは難しいと思われる国や地域があるのが現状である。例えば、フィリピン共和国では、2006年の純就学率は92%。8%のフィリピンの子供達は小学校レベルの教育を受ける機会を与えられていない。さらに、1999年以降、この割合は全く改善の様子が見られない(The United Nations, 2008)。

1986年、フィリピンの政治は民主化され、自分達のコミュニティを自分達の手でより良いものにしていこうと、多くの地域で自治組織が生まれた。マニラ首都圏の廃棄物処理場のふもとにあるノンフォーマルな教育施設、パアララン･パンタオもそういったプロジェクトの一つである。パアララン･パンタオはthe Dumpsite Neighborhood Organization (DNO)という住民組織によって設立され、20年間に渡って3,400人以上の子供達に教育の機会を提供している。2007年には、その功績が評価され、アジア人権賞2007を受賞している。この論文では、(1)パアララン･パンタオが行なっている教育の意義、そして(2)プロジェクトの影響について考察する。
第2章：地域的な特徴
第1節
パアララン･パンタオの位置

まずはじめに、パアララン･パンタオの位置を確認しておく必要がある。パアララン･パンタオはマニラ首都圏の廃棄物集積場の近くに位置しているのだが、この地域の特徴が、パアララン･パンタオの設立と密接に関係している。地政学的な位置でいうと、パアララン･パンタオは、マニラ首都圏、ケソン市、バランガイ・パヤタス、エリアBというところにある。バランガイ・パヤタスのエリアBというところは、1983年からマニラ首都圏の廃棄物集積場として使われている。毎日、約2000トンものゴミがトラックでダンプサイトに運ばれてくる(Kudo, 2008)。この地域が廃棄物集積場に選ばれる前は、とてもきれいで緑豊かな谷だったが、今ではゴミが積みあがり、３つもの大きなゴミ山を形成している。

1983年以前は、ごみはトンド地区とよばれる別の場所に廃棄されていた。しかし、トンドのダンプサイトが閉鎖された以降は、廃棄物はパヤタスB地区に運ばれるようになり、パヤタスB地区にフィリピン人のスクウォッター達が仕事を求めて移住してきた。彼らの仕事とは、ダンプサイトの中からリサイクル可能な缶・ペットボトル・ビニール袋・新聞・ボール紙等を拾い上げ、リサイクル業者に売ることである。スクウォッター達の中には、トンド地区から引っ越した者もいれば、西ビサヤや北ビサヤ地方から移住してきた者もいる。パヤタスB地区の人口は急速に増えていった。現在では10000人もの人々がパヤタス地区に住み、内3000人がスカベンジング（リサイクルできるゴミを拾い上げること）をしているという(Intercommunication Center for Asia and Nippon [ICAN], 2005)。その他の人々はドライバーや、清掃業(janitor)、工場等での単純労働(labor)、大工(carpenter)、技術者(mechanics)、露店商人(vendor)をしている。グラフ１はパアララン･パンタオの生徒の父親に訊いた、職業別割合である。パアララン･パンタオ、パヤタス校には101人の生徒がいるが、このグラフでは21世帯をサンプルとして表示している。
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(cite: 著者によるアンケート調査より, November 3, 2008)

第2節
地域の住民

さて、次はパヤタスの住民の毎日の生活に注目し、この地域の生活環境を想像してみたい。まず、私は住民にアンケートをとり、彼らの生活水準を測ってみようとした。アンケートは、パアララン･パンタオ、パヤタス校に通う21世帯を対象とした。チャート１は、そのアンケート調査の結果で、毎月の平均収入と平均支出、また支出における各項目の割合である。アンケートによると、住民の平均月収は4,652ペソ ($97.53、約11,630円)、すなわち平均日収155ペソ ($3.25、約388円)程である。参考までに、マニラ首都圏の2008年の法定最低賃金は日給345ペソである(Department Of Labor and Employment, 2008)。また支出における各項目の割合も特徴的である。グラフ２を見ると、食費の割合が前支出の65%を占めており、極めて大きいことがわかる。その一方、住宅費は小さい。これは住民がスクウォッターとして移住してきており、自力で自分の住まいを建設し、住んでいる様子がうかがえる。一方、教育費は全支出の10%ほどである。各家庭の平均人数が5.4人であることから計算して、３～４人の児童に対し月526ペソ程が各家庭で教育に使われている。つまり、一人あたりの児童にかける教育費は各家庭、月平均150ペソ位である。それと共に、医療費への予算も注目すべき項目である。ダンプサイト周辺の暮らしがいかに健康に悪いかを物語っている。
	Chart 1: 家計の平均収入・平均支出 (PHP, monthly basis, Nov.3, 2008)

	家族の人数
	5.4

	収入
	4652

	支出
	4179

	
	Foods　(食費)
	3331

	
	Housing (住居費)
	80

	
	Transportation (交通費)
	461

	
	Education (教育費)
	526

	
	Entertainment (エンターテインメント)
	193

	
	Medicines (医療費)
	222

	
	Clothing (衣類)
	218

	
	Others (その他)
	129
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(cite: 著者によるアンケート調査より, November 3, 2008)

第3節
いまだに教育をうけられない子供達がいるのはなぜ？

さて、今まで各家庭の経済状況をみてきたわけだが、これだけでは彼らが置かれている状況を理解するにはどうやら不十分である。今までみてきた家計の収支表は、私たちが一番知りたい質問にまだ答えてくれてくれてない。「一体なぜ、多くの子供達がいまだに教育の機会を得られないのか？」見渡すとパヤタスにも小学校がいくつも建っている。各家庭も平均支出のうち10%もの予算を教育費に充てている。にもかかわらず、教育の機会を逃している子供がいて、パアララン･パンタオを必要としているということは、金銭的な問題のほかに、貧しい人々を教育から遠ざける「バリア」があるのではないだろうか。パアララン･パンタオの先生達との会話のなかから、私は、自分の子供を学校に行かせるのを躊躇してしまうような４つのバリアがあることを発見した。４つのバリアとは、１つが入学試験、2つ目は出生証明書の提出、3つ目は入学後に払わなければいけない費用、そして4つ目が教育に対する不認識である。つまりパアララン･パンタオはこれら全てのバリアを取り除く手伝いをしているという訳である。

フィリピンでは、入学試験に合格しないと公立の小学校に入学できない。これが1つ目のバリアである。試験は、アルファベットを読んだり、自分の名前を書いたり、１から10までの算数などの簡単なものだが、人生で一度も鉛筆をにぎったことの無い子供にとってみれば合格するのはかなり難しいであろう。フィリピンではほとんどの幼児は小学校の入学試験対策のために幼稚園に通っている。

また、出生証明書も小学校に提出しなければいけない。しかし、スクウォッターは子どもが生まれても出生届を届けなかったりして、自分の子供の出生証明書を持っていない場合がある。出生証明書を持っていない児童については、小学校入学前に市役所に出向いて発行を申請しなければいけない。市役所での待ち時間、交通費、登録料、提出書類の煩雑さを思うと、つい申請をためらってしまう気持ちも分かる。

その他、小学校入学時に入学金100ペソがかかり、入学後も給食費、制服代、PTA会費、ボーイスカウト、ノート代等がかかる。大体、全部あわせて年間500~600ペソの出費である。

最後のバリアが、両親が教育の重要性を正しく認識してないということである。一般的にも、学校教育の機会を得ていなかった人が、教育を受ける意義を正しく認識するのは難しいと言われている。パヤタスでも、パアララン･パンタオ設立当時は、子供達が二中働いている姿があちこちに見られ、周囲の大人たちもその状況に疑問すらもたなかった。このような状況では、もしダンプサイト周辺に、(金銭的に)十分通学可能な学校があったとしても、保護者がすすんで子供達を学校に通わせることはしないだろう。つまり、すべての児童に教育を提供するためには、まず子供達の親自身に、なぜ自分の子供を学校に通わせるべきなのか、を理解させることがまず必要なのである。

さて、これで「貧しい地域」に横たわっている問題とは、単純に金銭的なものだけではないことがわかったと思う。未だに学校教育を受けられない子供がいるのは、これらの４つのバリアが複雑に絡み合った結果、最終的に保護者が自分の子供を学校に送り出すのをあきらめてしまうからなのである。これらの４つのバリアを、最も効率的で効果的にとりのぞいているのが、パアララン･パンタオである。パアララン･パンタオのプロジェクトは、すなわち貧困の現実を明らかにし、克服するヒントを見せてくれているのである。
第3章
パアララン･パンタオって何？

それではここで、パアララン･パンタオのプロジェクト自体の説明にはいりたい。「パアララン･パンタオ」とは、タガログ語で「人間のための学校」（意訳して「思いやりの学校」）という意味をもつ。住民自治組織のthe Dumpsite Neighborhood Organization (DNO)　と教育NGOのthe Children’s Laboratory for Drama in Education Foundation (Children’s Lab)によって、1992年に正式に開校した。子供達に無料でノンフォーマルな教育を提供しており、パヤタスとモンタルバンに２つの校舎を持っている。20年間にわたって子供の教育を受ける権利を保障し、また子供達の能力を伸ばすことで、公教育への進学を勧めている。

この章では、（1）パアララン･パンタオの歴史、(2)現在のプログラム、(3)財務状況の3点について述べる。この20年間でパアララン･パンタオが直面した全ての出来事は、他のプロジェクトにとっても参考になる貴重な情報であると思う。
第1節
パアララン･パンタオの歴史

チャート２は、パアララン･パンタオに起きた主要な出来事の記録である。
	Chart 2: パアララン･パンタオの主要な出来事

	1987
	レイエス先生が数人の子供達に家庭教師をはじめる。

	1988
	幼児を対象に、デイケアセンターを開設

	1990
	学校として運営開始

	1991
	10代の生徒の受け入れ開始

	1992
	ノンフォーマルスクールとして、政府に登録される

	1999
	奨学金制度開始

	2000
	ダンプサイト崩落事故が起きる

	2000
	給食サービスの開始　(週1回)

	2001
	給食が毎日に　(2003年1月まで)

	2003
	モンタルバン校の開校

	2004
	給食サービスの復活

	2004
	モンタルバン校の増築工事を始める

	2006
	パヤタス校が移転する


(cite: パアララン･パンタオHPと、レイエス先生の証言より)


パアララン･パンタオのアイディアは、一人のフィリピン人女性から生まれた。ダンプサイト周辺の子供達を見ていて、彼らの両親がダンプサイトで働いている間、子供達を遊ばせておく場所が必要ではないかと考えたのである。1988年、その女性、レイエス先生は、現在のパアララン･パンタオの前身であるデイケアセンターを創立した。DNOとCenter for Housing and Human Economic Development Foundation (CHHED)の協力により、土地が購入され、多目的ホールが建設された。1991年には、パアララン･パンタオは比較的年上の子供達に対し、オルタナティブな教育を提供するようになった。Children’s Labの企画で毎週アクティビティが行なわれ、詩や歌、ゲーム、人形劇、簡単な保険教育などに取り組んだ。このとき初めて住民達は、子供達が教育を求めていることに気づき、このような活動をもっと活発に、定期的に行なえるよう、動き始めた。チャート３は、1991年当時の教育システムの記録である。
	Chart 3: 1991年の教育システム

	クラス
	デイケアクラス(6歳以下)

	
	6-12歳対象のクラス(小学校レベル)

	
	12歳以上対象のクラス(ハイスクールレベル)

	高校への編入
	PEPT対策の補習授業と、編入書類作成
*PEPT：Philippine Educational Placement Test(15歳以上の高校編入試験)

	成人教育
	大人のための識字教室
教育意識を高めるための保護者セミナー

	精神ケア
	家庭内暴力などで、精神に傷ついた子供への対応


(cite: 東南アジア研究会資料より)


このチャートを見ると、パアララン･パンタオが様々なプロジェクトを提供していることがわかる。子供のレベルにあわせた授業、ハイスクールへの編入のサポート、大人のための識字教育、そして子供達への精神ケアである。

Philippine Education Placement Test [PEPT]についてだが、これはハイスクールに編入するときのレベル分けのためのテストで、15歳以上にならないと受験することができない。したがって、パアララン･パンタオで学ぶ15歳以上の生徒は、パアララン･パンタオで十分勉強した後、このPEPTの対策をして受験にのぞむ。また、15歳以下の生徒はパアララン･パンタオで数年間勉強しながら15歳になるのを待つのである。もう一つの選択肢としては、年少の生徒ならば、公立小学校の1年生として入学してしまい、15歳になったとき、担任の先生の推薦でPEPTを受け、適切なレベルの学年に編入する、という方法もある。1991年は、22人がPEPTを受け、彼ら全員がハイスクールへの編入に成功している。

1992年、パアララン･パンタオの母団体であるDNOが、住民自治組織としてthe Securities and Exchange Commission (証券取引等監視委員会)に登録された。それは、パアララン･パンタオの存在も公に知られることを意味する。パアララン･パンタオは、ユニセフの開発プログラムの一つに参加することになった。その結果、パアララン･パンタオに多くの投資が行なわれ、コンクリートの床、窓、ドア、電気設備、天井、キッチン、トイレ、売店、机、椅子、扇風機等の設備が整えられた。1993年には生徒数は150人以上にのぼり、1995年には200人に達した。チャート４はパアララン･パンタオの生徒数と教員数の変遷である。
	Chart 4: 生徒数と教員数の変遷（上段：生徒数、下段：教員数）

	1989
	1990
	1991
	1992
	1993
	1994
	1995
	1996
	1997
	1998

	44
	63
	92
	92
	150
	172
	216
	200
	200
	182

	N/A
	N/A
	N/A
	N/A
	5
	5
	4
	6
	6
	5

	1999
	2000
	2001
	2002
	2003
	2004
	2005
	2006
	2007
	2008

	153
	174
	138
	154
	145
	227
	302
	312
	193
	268

	5
	5
	4
	5
	6
	7
	11
	12
	11
	11


(cite: パヤタスオープンメンバーの資料, レイエス先生の証言より)


生徒数が増えるにしたがって、パアララン･パンタオはいくつかの団体から寄付を得るようになる。1996年、パヤタスオープンメンバーというサポートグループが、パアララン･パンタオの資金調達を目的に、日本で発足した。また1999年、パアララン･パンタオは奨学金制度を始める。優秀な卒業生の内、高等教育に進みたいが余裕がないという者に、高等教育を受ける機会を広げることがねらいである。現在まで17人の卒業生が奨学金を受け取り、ハイスクールや大学に進んでいる。給食サービスも、シンガポールの団体Mission Youth from Singapore, A Call To Serve 29 [ACTS29]のサポートによって始まった。2000年当時は週1回の提供だったが、2001年からは毎日行なわれるようになった。2003年1月に一度中断されたが、その翌年また再開された。

2000年7月、ダンプサイトで大きな事故が起こった。積み上げられた大量の廃棄物が台風の雨風によって、崩れてしまったのだ。残念なことに、パアララン･パンタオの生徒もこの事故で23人が亡くなってしまった。それ以降、安全のため、ダンプサイト付近に住んでいる住民は、政府によってリサール州モンタルバン市へと移住させられることになった。それによってパアララン･パンタオの生徒の多くがモンタルバン市へと移住し、通学が困難になったため、2003年モンタルバンにパアララン･パンタオの分校を開校した。パアララン･パンタオは今や両校あわせて年間300人もの生徒を受け入れることができ、教育の機会を広げている。またパヤタス校の方も、2006年にダンプサイトが拡張されるという理由で移転している。

この20年間、パアララン･パンタオは多くのグループや個人と関わってきた。図１は主要な団体との相関図である。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



(cite:東南アジア研究会の資料をもとに著者が作成)


開発プロジェクトの一つとして、パアララン･パンタオの20年もの歴史は、多くの大事なポイントを物語っている。外部からの資金援助があるにせよ、プロジェクト全体はこの地域に長く住んでいる一人のフィリピン人女性によって始められた。地域開発の分野において、プロジェクトのオーナーシップや責任は地域の住民自身がもつべきであり、学者や専門家等の外部の人間がもつべきではない、と言われている。パアララン･パンタオでは、創立者レイエス先生をはじめ、その家族、教員達は自分達の周囲の環境に対して大きな責任感をもって活動している。自分達にできることから、着実に仕事を進めていき、給食や、分校の開校など状況に合わせて柔軟に対応していった。住民自身の手で進められたプロジェクトだからこそ、ニーズを的確に汲み取り、優先順位をつけ、一番効果的な方法を選択することができるのである。パアララン･パンタオのケースは地域開発の現場において、オーナーシップ、責任感、柔軟性の大切さを示す証拠でもある。
第2節
現在のプログラム

創立から現在に至るまで、パアララン･パンタオのプログラムは徐々に洗練され、発展を遂げてきた。前にも述べられているように、パアララン･パンタオのシステムはオルタナティブ教育システムと呼ばれている。パアララン･パンタオ独自のシステムで、前に述べた４つのバリア（入学試験、出生証明書、入学後の出費、教育の不認識）を克服するのに一番適したやり方を模索した結果である。

どのように４つのバリアを克服するのかというと、一つ目のバリア、入学試験に対しては、毎日の授業の中で基本的な読み書き、ボキャブラリー、簡単な算数を教え、入学試験に備えている。二つ目の出生証明書も、パアララン･パンタオがサポートしている。保護者が自分の子供の出生証明書を持っていず、自力で用意できない場合に限り、パアララン･パンタオの教員が生徒達を一度に市役所に連れて行き、申請書類の整理や、時には登録料も援助している。三つ目の入学後の出費についてであるが、これに対しパアララン･パンタオは奨学金制度を用意した。パアララン･パンタオを卒業した優秀な生徒が、公立の学校に通学し続けることが金銭的に困難な場合に、利用することができる。ただ、奨学生になるには、パアララン･パンタオの教員数名の面接を受けなければならない。入学後も、出席状況と各学期の成績をチェックされる。最後に、大人の教育に対する不認識を改善するためパアララン･パンタオは、地域住民に対しても教育の重要性をよびかけている。パアララン･パンタオが創立された当時は、地域住民はなぜ教育が子供の成長に重要なのか、あまり認識していなかった。レイエス先生が自ら子供のいる家を一軒一軒訪ねていき、就学年齢の子供を学校に行かせるよう、保護者ひとりひとりに説得しなければならなかった。彼女の地道な努力が実り、今では地域の大人たちは自らすすんで子供達を学校に行かせるようになっている。レイエス先生はコミュニティでの人権意識、教育観を大きく変えたといえる。

現在、ほとんどのパアララン･パンタオの生徒は1年か2年しか在籍しない。パアララン･パンタオの目的は、全ての子供一人ひとりに教育を施すことではなく、上に挙げたバリアを最低限克服することで、より多くの子供たちが教育へのアクセスを可能にすることにあるからである。パアララン･パンタオで1年か2年学んだ後、全員が公立小学校の入学試験を受け、他の子供達と同じように1年生として入学する。パアララン･パンタオの卒業生の中には、公立小学校入学時、他の子供より年上の子も何人かいるが、彼らには15歳になったとき、PEPTを受けてハイスクールに編入するチャンスもある。もちろん、年長の生徒には、パアララン･パンタオに在籍したまま15歳になるのを待ち、ハイスクールに入学するという選択肢もある。
     チャート5 は2008年度のパアララン･パンタオのシステムである。現在、3人のコーディネーター、6人の教員、2人のスタッフがいる。
	Chart 5: 2008年度のシステム

	コーディネーター

	
	創立者レイエス先生
	プロジェクト全ての責任者

	
	Ms. Batol
	パアララン･パンタオのカリキュラム、奨学金制度、出生証明書、外部との連絡を担当しているコーディネーター

	
	Ms. Reyes, M. B.
	モンタルバン校のマネージャー

	

	タイムテーブル

	
	パヤタス校 (101人)
	モンタルバン校 (167人)

	
	Class 1
	Class 2
	Class 1
	Class 2
	Class 3
	Class 4

	7:30-11:30
	5-6歳
	5-6歳
	5-6歳
	5-6歳
	5-6歳
	7歳以上

	11:30-12:00
	給食(午前クラス)
	おやつ

	12:30-13:00
	給食(午後クラス)
	

	13:00-17:00
	6-12 y.o.
	6-12 y.o.
	5-6歳
	5-6 歳
	5-6歳
	7歳以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


(cite: 著者作成、クラス番号は利便性のため、著者がつけた。)

     年間カリキュラムは、教育NGO団体Children’s Labが作っている。パアララン･パンタオの教員はChildren's Lab主催のワークショップに参加し、指導の仕方を学ぶ。毎年の年度初、Children’s Labから各週毎のテーマと、子供達の到達目標が与えられる。例えば、最初の週は、“わたしのデータ”がテーマだとすると、子供達はそのはじめの一週間で自分の名前や住所を言えるようにしたり、書き方を学んだりする。次の週のテーマが“わたしの顔”だと、子供達は一週間の授業の中で顔のパーツの名前などを学ぶ。週毎のテーマは、その後も“わたしの体”、“わたしのきもち”、“わたしの持ち物”と続き、最後には“わたしの宇宙”と、だんだんテーマが広くなっていく。チャート６は年間カリキュラムのテーマを示した表である。このテーマに沿って、教員は生徒の達成度によってアレンジし、授業を作っている。テーマに沿いながらも、国語・英語・算数・理科・社会が習得できるように授業をすすめている。
	Chart 6: パアララン･パンタオの年間カリキュラム

	Week#
	テーマ
	内容
	#
	テーマ
	内容

	1
	わたし
	わたしのデータ
	21
	わたしの近所
	交通

	2
	
	わたしの顔
	22
	
	地名

	3
	
	わたしの体
	23
	
	道路、建物、しくみ

	4
	
	わたしのきもち
	24
	
	人―職業

	5
	まとめ
	25
	まとめ

	6
	
	わたしの持ち物
	26
	わたしの世界
	町と都市

	7
	
	わたしの学校
	27
	
	国と大陸

	8
	
	わたしの家族
	28
	
	お祭りと行事

	9
	
	わたしの友達
	29
	
	たてもの、ビル

	10
	まとめ
	30
	まとめ

	11
	わたしの家
	家のパーツと形
	31
	わたしの地球
	植物

	12
	
	家のパーツと植物
	32
	
	動物

	13
	
	家のなかのもの
	33
	
	地形

	14
	
	家のしごと
	34
	
	水資源

	15
	まとめ
	35
	まとめ

	16
	わたしの日
	一週間の曜日
	36
	わたしの宇宙
	太陽系

	17
	
	一年間の月
	37
	
	天体

	18
	
	休日と祝日
	38
	
	力学・物理学

	19
	
	季節と天気
	39
	
	インターネット

	20
	まとめ
	40
	まとめ


(cite: Children’s Labの年間カリキュラムより)


このようなカリキュラムは、他の学校には見られない。なぜパアララン･パンタオはこのシステムを導入したのだろうか？パアララン･パンタオの教員曰く、パアララン･パンタオが一番重要視していることは、何よりも子供達自身を楽しませることである。楽しんで学んだ経験をもつ子供達は、大きくなったときも、自ら学校を辞めたりしないものである。言い換えれば、子供達を楽しく勉強させることは、子供達に教育の価値を肌で感じてもらうことでもある。パアララン･パンタオの授業では、教員たちは、ファシリテーターの役割しかもたない。主人公はあくまでも子どもたち自身である。ファシリテーターは子供達にたくさん発言させ、自分を表現する手助けをしている。そういった授業を通して、子供達は自己の存在に気づき、自分の考えを言葉にしようと努力し、また他の人々とどうやって考えをシェアすれば良いのかを学ぶのである。子供達が周りの人々とコミュニケーションをとるにつれ、彼らは善悪の区別、マナー、規律も学んでいく。国際開発論でも、インタラクティブタイプ(対話型)の教育はエンパワーメントにおいて、従来の知識伝達型教育よりも効果的であると証明している。対話型教育は生徒の問題解決能力を伸ばすからである。(Saito, 2005)。

その他に、パアララン･パンタオはコミュニティの外部からの訪問者も歓迎している。これも一つの教育的ポリシーで、子供達は外部からの訪問者とのコミュニケーションを学ぶし、それは子供達の想像力の発展にもつながる。例えば、日本人がパアララン･パンタオを訪れたとき、子供たちは世の中に自分達とは違うルックスをもち、違う言葉を話す人がいるってことを発見するだろう。しかもその人は飛行機という乗り物で海を渡ってやってきたのだと言う。子供たちは「飛行機」「海」「外国」に思いをはせる。外国人とのコミュニケーションはパアララン･パンタオの子供たちの世界を広げることになるのである。パアララン･パンタオは、子供達がこういった形でコミュニケーションをとることに、非常に価値をおいている。

さらに、他にもユニークな、パアララン･パンタオ独自のポリシーがあるので紹介したい。一つは、子供達はパアララン･パンタオに来るときは清潔な服でこなければいけない、というルール。これは、子供達は自分達の体を清潔に保ち、TPOに応じた服装を選ぶことを学ぶべきである、というポリシーの基にできたルールである。二つ目のルールは、子供達は自分でノートや文房具を用意しなければいけない。パアララン･パンタオでは市場のお店よりも安い価格で文房具等を用意している。生徒がノートや文具が欲しいときは、お金を持ってきて、パアララン･パンタオで買うことができる。自分のお金で教材を用意すると、勉強を続けようという強いモチベーションが生まれる。また、日々の生活の中で、経済感覚を養い、算数の勉強にもなるのである。もう一つのルールは、生徒は授業がある日は毎日、1ペソコインを持ってくる、ということである。この1ペソは学校の電気代への貢献のためである。パアララン･パンタオは無料の学校だと銘打っているが、本来、教育とはもっと価値のあるもので、タダでいくらでも地から湧き出るものではないですよ、というメッセージが含まれている。このルールは、生徒の出席把握にも役立っている。もちろん、あくまでも自発的な貢献であり、1ペソを持ってこれなかった子供達が授業を受けられない、ということは無い。

このように、パアララン･パンタオは、ユニークなプログラムを20年間に渡って開発し、実践してきたことになる。かなり理想に近い、成功事例であると思う。パアララン･パンタオの目的は、貧困地域に横たわる４つのバリアを取り除き、人々の教育の機会を広げることである。例えば、毎日の授業という形で子供たちの学力を伸ばし、同時に出生証明書の申請も手伝っている。奨学金制度も開設しているし、さらに地域内での人権意識の向上にも貢献してきた。パアララン･パンタオの効率的なサポートによって、パアララン･パンタオで学んだ生徒はほとんど全員がその後も公教育を受けることに成功している。学校教育へのアクセスをサポートしただけでなく、パアララン･パンタオが多くのユニークなポリシーも持っていることも興味深い。毎週一つのテーマが与えられ、そのテーマに沿って子供達は学習する。クラスメートや他の人々とのコミュニケーションも大事な教育の一環だし、その他にも、清潔な服を着させたり、自分で教材を用意させたり、毎日1ペソを持ってこさせたり･･･。それぞれのルールに重要な意味がこめられていて、私たちはそこから開発プロジェクトの成功の鍵を見ることができるのではないだろうか。
第3節
財務状況について

パアララン･パンタオの歴史とプログラムについては分かったが、ここで新たな疑問がうかびあがる。「このプロジェクトに一体いくら必要なのか？」パアララン･パンタオの収支はチャート７に示されている通りである。パアララン･パンタオは多くの団体や個人からの自発的な寄付金によって支えられている。メインサポーターの一つ、パヤタスオープンメンバーは日本の支援団体で、パアララン･パンタオの資金調達のために設立された。チャート７は今年パヤタスオープンメンバーが、パアララン･パンタオから受け取った報告書を元に作られている。
	Chart 7: 年間収支表（Aug. 2007 to July 2008）

	収入の部

	
	支援団体の名前
	金額

	
	パヤタスオープンメンバー
	JPY3,074,746

(USD29,788.28)

	
	アジア人権基金
	JPY1,000,000

(USD8,008.00)

	
	合計
	JPY4,074,746

(USD37,796.28)

	

	支出の部

	
	項目
	金額

	
	Teachers’ salaries (人件費)
	PHP421,025.00

	
	Electric Bills (光熱費)
	PHP39,672.41

	
	Water Bills (水道代)
	PHP37,930.27

	
	School supplies and others (学校の備品など)
	PHP51,493.00

	
	Scholars (奨学金)
	PHP65,000.00

	
	Extension of Montalban Branch (モンタルバン校の増築費)
	PHP57,606.50

(USD1,210.34)

	
	Total (合計)
	PHP672,727.68

(USD14,576.10)


(cite: パアララン・パンタオのパヤタスオープンメンバー宛の報告書より)


表を見ると、支出のほとんどが教員の給料である。教員は、それぞれの日給が決まっており、働いた日数と日給をかけあわせて月々の支払額が決まる。しかし校長先生と両方の校舎を統括しているコーディネーターは月給が定められている。日給と月給のレートはチャート８に示してある。メトロマニラの法定最低賃金が日給345ペソだということを考えれば、パアララン･パンタオの教員のお給料は、彼らが提供する教育レベルに見合っていないように見える。参考までに、他の公立の学校では約1.5倍が支払われているそうである。
	Chart 8: 教員・スタッフのレート (Aug. 2007 to July 2008)

	両校舎のコーディネーター
	PHP60,000.00 (monthly)

	モンタルバン校のマネージャー
	PHP350.00 (daily)

	長く働いている教員
	PHP250.00 (daily)

	教職資格を持っている教員
	PHP225.00 (daily)

	他の教員
	PHP200.00 (daily)

	スタッフ
	PHP150.00 (daily)


(cite: パアララン・パンタオのパヤタスオープンメンバー宛の報告書より)


上記の収支表のほかに、Mission Youth from Singapore, ACTS29という支援団体が毎月 PHP30,000をパヤタス校の給食のために支援している。また、Mission Youth from Singapore, ACTS29とスイスのAlban Memorial Foundationが個人的に奨学生をサポートする場合もある。Alban Memorial Foundationは、モンタルバン校の増築も支援している。レイエス先生の家族や友人も必要に応じてパアララン･パンタオを支えている。
     Chart 9は、20年間の収支履歴である。
	Chart 9: 1995年から2008年の収支表

	収入の部 (パヤタスオープンメンバー資料より)

	Month, Year
	金額

	Jan. 1995 – Mar. 1997
	JPY983,520

	Apr. 1997 – Mar.1998
	JPY1,823,587 + USD1,449.61

	Apr. 1998 – Mar. 1999
	JPY1,634,050 + USD10

	Apr. 1999 – Mar. 2000
	JPY1,712,135

	Apr. 2000 – Mar. 2001
	JPY2,389,725

	Apr. 2001 – Mar. 2002
	JPY2,280,950 + USD60

	Apr. 2002 – Mar. 2003
	JPY1,948,375

	Apr. 2003 – Mar. 2004
	JPY1,626,600

	Apr. 2004 – Mar. 2005
	JPY1,871,315

	Apr. 2005 – Mar. 2006
	JPY1,691,255

	Apr. 2006 – Feb. 2007
	JPY1,786,820 + USD20

	Mar. 2007 – Feb. 2008
	JPY3,074,746 + JPY1,000,000

	(note: 2003年以降、Mission Youth Group from Singapore, ACTS29がPHP300,000を毎月送金している。)

	

	支出の部 (パアララン･パンタオの報告書より)

	Month, Year
	Amount (Details, PHP)

	Jan. 1997 – Dec. 1997
	
	Teachers’ salary (for 4 people)
	78,300.00

	
	
	Construction
	60,985.00

	
	
	Electricity and Water
	32,991.20

	
	
	School Supplies and Others
	7,183.00

	
	
	Investment in Electricity and Water
	62,865.50

	
	TOTAL: PHP242,324.70

	Jan. 1998 – July 1998
	
	Teachers’ salary (for 7 people)
	40,450.00

	
	
	Construction
	9,982.00

	
	
	Electricity and Water
	15,645.40

	
	TOTAL: PHP66,077.40

	Aug. 1998 – Aug. 1999
	
	Teachers’ salary (for 4 people)
	101,250.00

	
	
	Construction
	9,423.00

	
	
	Electricity and Water
	27,101.05

	
	
	School Supplies and Others
	32,977.90

	
	
	Scholarship
	52,120.00

	
	TOTAL: PHP222,871.95

	Aug. 1999 – July 2000
	
	Teachers’ salary (for 4 people)
	97,775.00

	
	
	Electricity and Water
	21,757.45

	
	
	School Supplies and Others
	33,696.75

	
	
	Scholarship
	46,088.00

	
	TOTAL: PHP199,317.20

	July 2000 – June 2001
	
	Teachers’ salary (for 4 people)
	112,200.00

	
	
	Construction
	44,846.00

	
	
	Electricity and Water
	41,611.95

	
	
	Feeding
	17,463.25

	
	
	Scholarship
	46,915.00

	
	TOTAL: PHP263,036.20

	June 2001 – June 2002
	
	Teachers’ salary (for 3 people)
	169,800.00

	
	
	Construction
	28,939.75

	
	
	Electricity and Water
	21,738.75

	
	
	School Supplies and Others
	27,202.60

	
	
	Feeding
	220,000.00

	
	
	Scholarship
	200,000.00

	
	TOTAL: PHP667,681.10

	June 2002 – Mar. 2003
	
	Teachers’ salary (for 3 people)
	unknown

	
	
	Construction
	

	
	
	Electricity and Water
	

	
	
	School Supplies and Others
	

	
	
	Scholarship
	48,372.73

	
	TOTAL: unknown

	Mar. 2003 – July 2004
	
	Teachers’ salary (for 6 people)
	260,000.00

	
	
	Electricity and Water
	39,020.00

	
	
	School Supplies and Others
	25,859.00

	
	
	Scholarship
	40,137.65

	
	TOTAL: PHP365,016.65

	June 2004 – Sep. 2005
	
	Teachers’ salary (for 11 people)
	422,350.00

	
	
	Construction
	681,395.16

	
	
	Electricity and Water
	51,462.00

	
	
	School Supplies and Others
	55,214.00

	
	
	Scholarship
	260,487.00

	
	TOTAL: PHP1,470,908.10

	Oct. 2005 – July 2006
	
	Teachers’ salary (for 10 people)
	373,350.00

	
	
	Construction
	97,001.84

	
	
	Electricity and Water
	36,426.69

	
	
	School Supplies and Others
	42,981.00

	
	
	Scholarship
	255,000.00

	
	TOTAL: PHP804,759.53

	Aug. 2006 – July 2007
	
	Teachers’ salary (for 9 people)
	435,950.00

	
	
	Construction
	166,695.00

	
	
	Electricity and Water
	78,282.61

	
	
	School Supplies and Others
	69,137.00

	
	
	Scholarship
	181,320.00

	
	
	Land of Montalban branch
	98,754.00

	
	TOTAL: PHP1,030,138.60

	Aug. 2007 – July 2008
	
	Teachers’ salary (for 16 people)
	421,025.00

	
	
	Electricity and Water
	77,602.68

	
	
	School Supplies and Others
	51,493.50

	
	
	Scholarship
	65,000.00

	
	
	Land of Montalban branch
	57,606.50

	
	TOTAL: PHP672,727.68

	(note: 1997年以前は、すべての収入を人件費にまわしていたとのこと)


(cite: パアララン・パンタオのパヤタスオープンメンバー宛の報告書より)

     この20年間、寄付金だけでなく、実はパアララン･パンタオは様々なファイナンシャルプロジェクトを試してきた。チャート10は過去のプロジェクトのリストである。これらのプロジェクトの中で成功したのは、フレンドシップカードとパアララン･パンタオTシャツの販売であった。フレンドシップカードとは、子供達が描いた絵と創立者レイエス先生のメッセージがプリントされたカードである。パアララン･パンタオはこのようにカードやTシャツの売り上げから運営資金を集めている。これらのグッズを販売しているのは、主に日本・シンガポール・フィリピンのボランティア達である。
	Chart 10: ファイナンシャルプロジェクト

	1994-1995
	ミシンプロジェクト

	1994
	ジャンクショップの運営

	1995 up to now
	フレンドシップカードとTシャツの販売

	2001
	マイクロクレジット


(cite: 東南アジア研究会の資料より)

Figure 2: フレンドシップカードとパアララン・パンタオTシャツ
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(cite: 著者撮影、January, 2009)


“パアララン･パンタオ”とはフィリピン語で“思いやりの学校”という意味である。パアララン･パンタオの経営的な側面からみても、そこには思いやりがあふれていると感じないだろうか。パアララン･パンタオの収入のほとんどは、善意の支援金でまかなわれている。つまり、彼らが自発的にパアララン･パンタオをサポートしたいと思えるような魅力が、パアララン･パンタオにはある。ボランティア達は、自分が思いやりを世界に広げることに貢献しているのだと、進んでパアララン･パンタオを支援している。

私は、パアララン･パンタオと関わりながら、パアララン･パンタオが人々の信頼を集めているポイントが３つあると感じた。１つには、パアララン･パンタオが詳細な会計報告を記録していることである。資金の透明性はプロジェクトの信頼性を高める。2つ目はサポーターとパアララン･パンタオの密なるコミュニケーションである。サポーターとパアララン･パンタオが良好な関係を築いて初めて、共通の目標に向かって協力し合えるからである。最後のポイントはパアララン･パンタオの効率的な経営姿勢である。集められた支援金はなるべく多くの子供達をサポートできるように効率よく使われている。例えば、奨学金の金額も、生徒の教育にとって一番ふさわしい額になるよう、設定している。奨学生の一人は、奨学金から片道分の交通費しか出ないため、帰りは歩いて帰ったり、自力で帰りの交通費を工面したり、工夫しているようである。

私も、パアララン･パンタオのサポーターの一人として、たくさんのこと、特に貧困などの国際問題について学ぶことができた。そしてどのようにして目指すべきゴールに近づけばいいのかと、真剣に考えることができた。地域の子供達だけでなく、私たちサポーターにとっても、パアララン･パンタオは学ぶ機会を与えてくれているのである。
第4章
パアララン･パンタオがもたらした影響

パアララン･パンタオのプログラムについて述べたので、今度はパアララン･パンタオが社会に与えた影響を考察してみたいと思う。私はプロジェクトの成果や影響を以下の点から分析してみた。(1)目的に対する達成度、(2)関係者の満足度、(3)人権への意識度、(4)地域コミュニティへの影響である。
第1節
目的の達成度

パアララン･パンタオの目的は2つあげることができる。一つは、子供達の公教育へのアクセスを可能にすること。もう一つは子供達が社会のマナーや礼儀を学ぶ場を提供することである。前に述べたように、このコミュニティには、公教育へのアクセスを阻む、４つのバリアがあった。入学試験、出生証明書の問題、入学時にかかるコスト、そして保護者の意欲である。パアララン･パンタオはこれらのバリアを克服し、公教育にアクセスできるよう、手助けをしている。その結果、今ではパアララン･パンタオで学んだ生徒は100%、公立の小学校への入学が可能になった。パアララン･パンタオで学べば、小学校の入学試験を楽に合格できるだけの学力は身につけることができる。2007年には、パアララン･パンタオの卒業生の内2人が小学校の1番上のレベルのクラスに入ることができたとの報告がある。フィリピンでは、公立の小学校でも、入学試験の成績によってクラス分けが決まってしまう。1番上のクラスに入れた卒業生がいるという事実は、パアララン･パンタオの教育レベルの高さを証拠付けている。また、パアララン･パンタオは出生証明書の申請を手伝ったり、優秀な生徒が高等教育に進めるよう奨学金を支給したりもしている。2007年度は、パヤタス校の生徒の内23人が、パアララン･パンタオに出生証明書の発行をサポートしてもらって、公立の小学校に入学できた。また奨学金は、2008年度現在、12人の小学生・高校生・大学生がパアララン･パンタオから奨学金の支給をうけて通学を続けている。他の生徒達も、パアララン･パンタオを卒業したあとは皆、自力で公立の小学校に入学するのである。

フィリピンでは、貧しい家庭の子供ほど、中退率が高くなっているのが深刻な問題になっている。教育の必要性が家族などに適切に理解されていないのが一因である。しかし、パアララン･パンタオでは、引越しなどの理由以外で、学校を辞めてしまう生徒はいない。教育の価値を、生徒や保護者にわかってもらうように努力しているからである。このように100%の生徒が公教育にアクセス可能になり、勉強を続けることができていることから、最初の目的は達成されたといえる。

もう一つの目的は、子供達にマナーや礼儀を教えることであった。この達成度を測るため、私はアンケートを作成し、パアララン･パンタオの保護者に答えてもらった。2008年現在、パヤタス校の生徒数は101人だが、アンケートはサンプルとして21人の保護者に協力してもらった。アンケートは、自分の子供が毎日シャワーを浴びているか、歯磨きをしているか、手を洗っているか、行儀良く食事ができるか、友好的であるか、あいさつができるか、他者とコミュニケーションがとれているか、善悪が判断できるか、というような日々の生活態度を問う内容である。結果はグラフ3にある通りである。最初の5つの質問に対しては、保護者の100%が、良い生活習慣が身についていると答えた。あいさつの質問については、80%以上の保護者が、自分の子供は頻繁にあいさつをしていると答えている。コミュニケーションについては70%がよくとっていると答え、10%は時々とれていると答えている。最後の質問、善悪の区別については、60%以上の保護者が自分の子供は善悪の判断がいつもできると答え、30%は時々できると答えている。
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(cite: 著者によるアンケート調査より, November 3, 2008)

第2節
関係者の満足度
関係者の満足度もプロジェクトの成果を分析するにあたっての指標になりうる。アンケート調査やインタビューを用いて、私はパアララン･パンタオの関係者がこのプロジェクトにどの程度満足しているかを表そうとした。まず保護者の満足度を表しているのがグラフ4である。パアララン･パンタオは子供達の成長に貢献しているか、との問いに、81%の保護者が深く同意し、残りの19%の保護者も同意していた。
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(cite:著者によるアンケート調査より, November, 2008)


パヤタス校の生徒、25人にもアンケートを実施した。質問事項は、授業のレベル、生徒数、給食、先生、プログラム、教室設備について、である。アンケート結果は、下記のグラフ5から7に表されている。授業レベルについては、64%の生徒が易しいと答え、20%の生徒が難しいと答えた。生徒数の質問に対しては、44%の生徒はパアララン･パンタオの生徒数はちょうどいいと考えているようである。学校生活については、全ての生徒が給食・先生・プログラム・教室設備に満足しており、特に生徒のうち半分は、給食に相当満足しているようである。
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(cite: 著者によるアンケート調査より, November, 2008)


教員たちの満足度を測るにあたっては、それぞれの先生にインタビューをすることにした。チャート11は、その質問と答えである。パヤタス校・モンタルバン校の4人の先生にインタビューをした。
	Chart 11: パアララン･パンタオの教員へのインタビュー

	Q1: 20年間のパアララン･パンタオの達成度をどのようにして測っていますか？

	A1
	―この20年で、教員自身も成長してきた。
―教員はだんだん自信をつけてきたし、創造性をもつようになった。
―プロジェクトも徐々に改善をかさねてきた。
(例：出生証明書の申請や奨学金制度は以前よりも計画的で効率的にできる。)

―子供達は今までよりも他の人とコミュニケーションがとれるようになった。
―保護者の協力も以前よりも得られるようになった。
(保護者は学校にいつでも訪れて良いようになっていて、子供の教育について質問があったらいつでも相談できる。パアララン･パンタオは成績をつけないが、1年に4回、保護者に対して子供の様子をお知らせし、保護者と連絡をとっている。)

	Q2: 満足度は今、どのくらいですか？

	A2
	―今の状態がベストだと思う。
―75～80％位かな、私たちはまだまだ発展途上。
―90%位かな。
―あらまぁ、じゃぁ私は110%にしとくわ。

	Q3: あなたの目標は何ですか？

	A3
	―このプロジェクトをいつまでも続けること。
―全ての子供達が読み書きできるようになること。
―生徒全員が入学試験を合格できるようにすること。
―生徒全員が良いマナーで、礼儀を守って生活できるようになること。

	Q4: 現在の課題は何ですか？

	A4
	―パアララン･パンタオの保護者がもっと協力的になってほしいと思う。
―教員自身が研修をうけ、レベルアップすること。
―もっと教材を充実させたいと思う。
―もっとサポーターを増やして、良い先生に来てもらいたい。


(cite: 著者によるインタビューより, November, 2008)


以上のアンケートより、パアララン･パンタオの保護者、生徒の満足度が見えてきた。またインタビューでは、先生達がパアララン･パンタオの成果とこれからの課題を挙げてくれた。
第3章
人権に対しての意識

パアララン･パンタオ設立の意義は、子供達の教育を受ける権利を保障するところにある。住民の教育観や人権意識はパアララン･パンタオによって徐々に変わってきているようである。グラフ8はパアララン･パンタオの保護者に訊いた、彼らの人権意識の調査結果である。アンケートはパアララン･パンタオに通う生徒の保護者、21人を対象に実施した。今回は、彼らの教育観を尋ねるもので、次の文に同意するかどうかを訊いたものである。「私は自分の子供にできるだけ高いレベルの教育を受けさせたいと思う。」「私は自分の子供により高い能力や多くの機会を与えてやりたいと思う。」「全ての子供たちは教育を受けるべきだと思う。」「私は自分の子供の人権を尊重している。」前半2つの質問には、100%の保護者が同意し、後半は95%が同意した。反対した者はいなかった。後の5%は無回答である。これは、子供の保護者が教育、人権の価値を認めている証拠である。学校設立当時、レイエス先生が各家庭を一軒ずつまわり、子供を学校に通わせるよう説得していた時代を思えば、子供の人権に対する意識はかなり向上したと言えるだろう。
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(cite: 著者によるアンケート調査より, November, 2008)

第4節
コミュニティへの影響

最後にもう一つ、私の頭に疑問が浮かんだ。「パアララン･パンタオはコミュニティを変えたのだろうか？」一般的には、教育はコミュニティの他の側面に対しても良い影響を与えると言われている。例えば、教育は、経済成長や持続可能な開発等の、他の開発目標の達成にも貢献できる (Saito, 2005)。

それを確かめるため、私は4つの質問を用意して、コミュニティが変化したかどうかを住民に訊いてみた。このときのアンケートは、パアララン・パンタオの保護者のうち、10年以上パヤタスに住んでいる者を対象として実施された。アンケートをとった21人の保護者のうち、12世帯がパヤタス地区に10年以上住んでいると回答した。そこで私はその12人に以下の質問をしてみた。「この10年間で家計はどう変化したのか。」「結婚平均年齢は高くなったのかどうか。」「コミュニティ内の識字率はあがったと感じるかどうか。」「治安は以前より良くなっているか。」アンケート結果はグラフ9-12にある通りである。
最初の質問に対しては、30%の住民が10年前に比べ家計が良くなったと答えたが、約半数は10年前から良くも悪くもなっていないと回答した。2つ目の結婚平均年齢については、上がったと思う人と、下がったと思う人がほぼ同数だった。この2つの質問については、明快な結果を得られなかったと言える。しかしながら、後半の質問では、84%の住民がコミュニティの識字率は向上したと回答しているし、76%が治安は以前よりも良くなったと感じていることがわかった。パアララン･パンタオのプロジェクトとこれらの社会的変化とが、直接的に因果関係をもっているかを確認することはできない。ただ、このようにコミュニティの良い変化を見る限り、パアララン･パンタオがもたらした教育との関係性がまったく無いとは言い切れない。
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(cite:著者によるアンケート調査より, November, 2008)


更に、国際開発論では、教育は社会を統合する(social integration)役割も持っていると論じられている。学校とは、しつけやモラル、社会の共通認識を学び、次世代へ継承する場であると捉えられる。コミュニティ内の共通認識・価値観は学校教育によって形成されていくのである。その意味で学校教育とコミュニティのアイデンティティの形成は密接に関わりあっていると考えられる (Saito, 2005)。

さあ、この理論は、パアララン･パンタオのプロジェクトにあてはまるだろうか？前に述べたが、ダンプサイト周辺の住民は、地方からパヤタスに移住してきたスクウォッターがほとんどである。それぞれの家族はそれぞれの出身地からやってきており、お互いの家族が元々知り合いだったわけでは無い。人間関係が希薄なため、ダンプサイト周辺の住民にとって「コミュニティ」の概念はあまり強くなかった。しかし、パアララン･パンタオが開校したことによって、パヤタスB地区の住民にとって、初めての共有財産が生まれたことになる。それぞれの家庭の子供達はパアララン･パンタオに集まり、そこにコミュニケーションが生まれる。生徒の母親や父親もパアララン･パンタオのプロジェクトに協力するようになった。パアララン･パンタオを通して、住民は自分達のコミュニティ内の問題のため、共に働くようになり、「自分達のコミュニティ」に意識を向けるようになったのである。このように、パアララン･パンタオは社会の統合にも貢献していたことが分かる。

まとめるとこの章では、パアララン･パンタオの成果と影響を様々な側面から検証してきた。まず私は、パアララン･パンタオの2つの目的を挙げ、その目的をどれだけ達成しているか、調べようとした。分かったことは、パアララン･パンタオに通う生徒はもれなく公教育へのアクセスが可能になっていること、同時に子供達のしつけもされているということだった。次に、関係者の意見も直接聞いてみようと思った。保護者、生徒達、教員達にアンケートやインタビューを行なった。彼らのほとんどが、現在のパアララン･パンタオのプロジェクトに満足している、という結果だった。3つ目に、これもアンケート調査によるが、パアララン･パンタオは人権意識の向上にも貢献している。最後に、コミュニティへの影響はどのようなものが考えられるか挙げ、アンケートを実施してみた。アンケートの結果とパアララン･パンタオとの直接の因果関係を明らかにすることはできなかったが、識字率の向上や治安、そしてコミュニティ意識などに良い変化が見られた。
第5章
結論

パアララン･パンタオは、開発プロジェクトの成功事例としてモデルケースとなりうる。ミレニアム開発目標でも示されているように、教育の普及は全人類に課せられた、大きな課題の一つである。パアララン･パンタオは、市民による教育プロジェクトとして、20年間に渡ってこの課題に取り組んできた。パアララン･パンタオのプロジェクトは、貧困の現実を映し出し、解決策を示している。第2章では、パアララン･パンタオの地域的な特徴をつかみ、何が問題なのかをひとつずつ明らかにしていった。その結果、教育の機会を逃してしまっている人々には、４つのバリアが張られていることが分かった。すなわち入学試験、出生証明書、入学時の出費、保護者の教育観の４つである。

次に第3章では、パアララン･パンタオが行なっている解決策を研究した。パアララン･パンタオは独自の教育システムを展開し、全員がバリアを取り除くことに成功している。毎日の授業によって子供たちは全員が公立小学校の入学試験を簡単にパスできるよう学ぶことができるし、出生証明書の取得が困難な人にはパアララン･パンタオがサポートをしている。また、パアララン･パンタオ卒業生対象の奨学金制度もある。保護者にはなぜ子供達は教育を必要としているのかを説明し、納得してもらっている。この説明によって、保護者たちの人権意識も変革してきた。

パアララン･パンタオが与えた影響については、第4章において様々な側面から分析を試みた。目的である「全ての子供達の公教育へのアクセス」と「子供のしつけ」は達成した。またプロジェクトの満足度も高かった。パアララン･パンタオの努力の結果、住民は子供の人権に目をむけるようになった。さらに社会への貢献度については、教育との直接の関連性を指摘するのは難しかったものの、識字率や社会統合の面において良い変化が見られたことは事実である。

レイエス先生曰く、パアララン･パンタオの仕事は“私たちの思いやりの質を決定づけるもの”であり、“現在の子供たちの姿はそのまま人類の未来を映し出している。”国籍に関係なく、子供は私たち人類の共通の宝である。幸運なことに、私は両親・先生・友達・日本の福祉サービスの恵みを受けて、大学にまで進学することができた。もし私が創価大学、フィリピン大学で学ばなかったら、パアララン･パンタオという素晴らしい学校に出会うことはなかっただろう。パアララン･パンタオを通じて、自分の人生を人類の輝く未来のために費やす人々に出会うことができた。自分は何のために勉強しているのか。問い直すきっかけとなった。今度は私が、勉強したくてもできない人々のために働く番である。
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